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 ４月７日（月）に新任式・始業式が行われ、令和７年度がスタートしました。新２・３年生は整然と並び落

ち着いた態度で式に臨むことができました。始業式では、校長先生から「『やりたいこと』『やってはいけない

こと』『やらなければならないこと』を一人一人がしっかりと考えて行動できる１年にしてほしい」「『あいさつ

ができる学校』『時間が守れる学校』『きれいな学校』の３つを美野里中学校の生徒・先生全員で実践していこ

う」という話がありました。 

 さらに、９日（水）には、本校体育館において、第５６回入学式が行われました。爽やかな陽気の中、新入

生１８５名が晴れて美野里中学校の一員となりました。在校生歓迎の言葉では、３年生の代表生徒から激励の

言葉が送られました。 

 新年度を迎え、生徒たちは大きな夢を抱いていることと思います。生徒一人一人が夢に向かい、学習や部活

動、学校生活全般に全力で取り組み、活躍してくれることを期待しています。また、職員一同生徒たちの夢の

実現に向けて誠心誠意尽力してまいります。保護者の皆様のご理解・ご協力をどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 あっという間に一年が立ち、期待や不安がたくさんの新年度が始まります。去年は体育館工事が終わり、新し

い体育館での活動ができるようになるなど、少しずつ新しいことが始まっていきました。 

 これから新年度では、新二年生は、後輩のお手本となったり、部活動の中心になっていったりするなど、大変

なことが増えると思います。新三年生は、義務教育最後の年となり、受験など人生の中で大きな選択をすること

になります。しかし、今までの先輩方は、それらを乗り越えて、かっこいい姿を私たちに見せてくれました。私

たちもそれに続いて、成長していけるように、クラスや学年、部活動の仲間と協力して頑張っていきましょう。 

 皆さんは今年どんな一年にしたいですか・・・。人それぞれ目指すものは違うと思います。ですが、去年より

も少しでもいいので努力をしてみてください。その少しの努力が積み重なることでいつのまにか大きな努力に

変わると思います。その努力は、必ず皆さんの力になると思います。皆さんが一年後、やらずに後悔するよりも

やってよかったと思ってもらえたら嬉しいです。勉強や部活動、趣味など熱中できることを見つけて挑戦してみ

てください。 

                                            生徒会代表 
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 ＜令和７年度 運営組織体制＞ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                          

令和７年度 生徒数 ５８９名 

 １学年 185名（男:95、女:90） 

 ２学年 197名（男:117、女:80） 

 ３学年 207名（男:103、女:104） 

３年生が今日から始まり、最高学年としての責任が芽生えてきました。これまでの二年間を踏まえて、３年生

として頑張りたいことが、私には３つあります。 

 １つ目は、計画的に勉強するということです。これまでの２年間、私は計画を立てるのが苦手で、家での勉強

は学校で学習した内容の中で、印象深かったことを振り返るだけでした。そのため、勉強時間が十分ではありま

せんでした。限られた1日1日の時間を有意義に使うためには、きちんと計画を立てることが大切です。目標を

見据えた計画を立てて、少しずつ勉強の時間を延ばしていきたいです。 

 ２つ目は、部活動に全力で取り組むと言うことです。毎日の練習の一つ一つに全力を出せなかったら、本番の

試合で力を発揮できるはずがありません。また、練習に全力で取り組んだことが、試合での自信にもつながると

思います。私の課題は、試合終盤でのメンタルの弱さです。試合の大事な場面で自分の支えとなってくれるのは

これまでの努力の積み重ねだと思います。総体で勝ち進んでいくために、今できることに全力で取り組みたいで

す。 

 最後は、自分に限界をつくらないということです。「どうせできないし。」とか「これ以上はもう無理。」という

のは、自分で決めた限界にすぎません。いろいろなことで記録が更新されるのは、皆が限界だと思うことを、限

界と思わない人がいるからです。しかし、ほんの少し考えを変えるだけで、練習の質も、試合での勝敗も変わっ

ていきます。今日の頑張りを自分の限界と決めずに、明日はさらに、次の日はさらに・・・と考え続けることが

自分を高めていきます。「もう無理。」という気持ちを乗り越えた先には、今より遥かに成長した自分がいると思

います。                                     代表生徒（３年生） 


